
安
全
保
障
会
議
設
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議

平

成

二

十

五

年

十

一

月

二

十

五

日

参
議
院
国
家
安
全
保
障
に
関
す
る
特
別
委
員
会

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
。

一

国
家
安
全
保
障
会
議
の
議
事
に
つ
い
て
、
会
議
の
性
質
な
ど
を
十
分
に
勘
案
し
つ
つ
、
そ
の
意
思
決
定
に
至
る
過
程
の
将

来
に
お
け
る
検
証
等
を
通
じ
て
政
策
決
定
の
透
明
性
を
確
保
す
る
と
い
う
公
文
書
等
の
管
理
に
係
る
制
度
の
趣
旨
を
踏
ま

え
、
国
の
安
全
保
障
を
損
ね
な
い
形
で
速
や
か
に
会
議
録
そ
の
他
の
議
事
に
関
す
る
記
録
の
作
成
に
つ
い
て
検
討
し
、
そ
の

結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

二

国
家
安
全
保
障
及
び
危
機
管
理
に
関
す
る
内
閣
官
房
の
組
織
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
国
家
安
全
保
障
及
び
危
機
管
理
に
係

る
政
策
決
定
の
機
動
性
及
び
実
効
性
の
観
点
か
ら
不
断
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
。

三

国

家

安

全

保

障

会

議

の

構

成

員

に

つ

い

て

は

、

国

際

環

境

の

変

化

や

会

議

の

性

質

な

ど

を

十

分

に

勘

案

し

、

重

大

緊

急

事

態

に

も

適

切

に

対

処

す

る

た

め

十

全

か

つ

効

果

的

に

会

議

が

運

営

さ

れ

る

よ

う

、

不

断

の

見

直

し

を

行

う

こ

と
。

四

国

家

安

全

保

障

に

関

し

て

、

迅

速

適

確

な

情

勢

判

断

と

政

策

の

企

画

立

案

の

土

台

と

な

る

べ

き

「

情

報

の

内

閣

一
元

化
」

を
進
め

る
た

め
、

必
要

な
措
置

を
講

ず
る

こ
と

。

右
決
議
す
る
。


